
１６　工事設計書の入力について

工事設計書の入力は、「編集」ボタンをクリックします。

１．「事項書及び工事設計書」の画面

２．｢工事設計書情報入力」の画面

送信機の番号を入力します。

選択の□をクリックし、▼によ
り申請する送信機の周波数
帯を選択します。

電波の型式を入力します。

電波の型式が複数ある
場合には次の欄に入力し
ます。

電波の型式が５つ
以上ある場合には
「追加」をクリックし
てください。

※「占有周波数帯幅」欄は、特別な場　
　　合を除き何も入力しないでください。
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電波の型式欄は、Ａ１Ａや付属装置による電
波の型式は入力しなくて結構です。

▼をクリックして該当する
変調方式を選択します。

参考

変調方式を入力します。

電波の型式　　　　　　　変調方式　　　　　　　　変調方式　備考
　　Ｊ３Ｅ　　　　　　　　　　　ＳＳＢ　　　　　　　　　
　　Ａ３Ｅ　　　　　　上記以外の振幅変調　　　　　低電力変調
　　Ｆ３Ｅ　　　　　　上記以外の周波数変調　　　リアクタンス変調

終段管の名称・個数及び電圧は、トランシーバの取扱
説明書をご覧になり正しく入力してください。

文字の全角・半角に
要注意！
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トランシーバの定格出力を入力します。
一部のトランシーバの取扱説明書には入力電力が記載されていますので
間違わないように注意してください。

この送信機に関わる送信機系統図（ブロック
ダイヤグラム）や付属装置の諸元などを添
付する場合に「追加」ボタンをクリックし、そ
のファイルを指定します。

この装置の工事設計情報の入力が終わりまし
たら｢設定」ボタンをクリックすると事項書及び工
事設計書の画面に戻ります。

単位に気を付けてください。
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該当する変更の種別をクリックします。

送信機の番号を入力します。

※　変更申請の｢工事設計情報入力」の画面

※　トランシーバにブースタを接続した場合の工事設計書の入力例

ブースタの終段管・名称及び個数を入力します。

ブースタの電圧・定格出力を入力します。
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※　トランシーバにトランスバータ（ユニット）を接続した場合の工事設計書の入力例

トランスバータの終段管･名称
及び個数を入力します。

トランスバータの電圧及び
定格出力を入力します。
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※　付属装置を接続した場合の工事設計書の入力例

· ３．８ＭＨｚ帯では電波の型式「Ｆ１Ｂ」は許可されません。

· ２８ＭＨｚ帯の電波の型式は｢追加」ボタンをクリックすることにより
　　入力する枠が増えます。

「Ｆ１Ｂ」は、ＳＳＢの
モードで行うＲＴＴＹ
装置による電波の
型式

「Ｆ２Ｂ」は、ＦＭのモ
ードで行うＲＴＴＹ装置
による電波の型式

「Ｆ２D」は、ＦＭのモ
ードで行うパケット通
信装置による電波の
型式
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